
支援プログラム 
 

 

 

 

 

心身機能・構造 

作成年月日 令和６年11月１日 

 

営業時間    9：00～17：30 

送迎実施の有無 あり 

支援方針

・強みを活かす個別支援

・体験型療育

・子どもが主体的に参画する活動の提供

ぽっぽ桂萱・ぽっぽ大胡・はばたき・はばたき第２ 

活 動 参 加 

健康状態 

【健康・生活】 

・健康で安全な生活を作り出す 

・基本的な生活習慣を形成 

・生活に必要な基本的技能を獲得 

 

 

 

【運動・感覚】 

・姿勢と運動、動作の向上 

・身体の移動能力の向上 

・保有する感覚の活用 

・感覚の特性への対応 

 

 

 

【認知・行動】 

・情報を適切に処理する力 

・認知発達を促す支援 

・情報を的確な判断や行動に 

 繋げるための支援 

・物、数、空間、時間等の概念の形成

を促す 

 

 

 

【言語・コミュニケーション】 

・コミュニケーション基礎的能力の向上 

・言語の形成と活用 

・相互コミュニケーション能力の獲得 

・状況に応じたコミュニケーション 

・読み書き能力の向上 

 

 

【人間関係・社会性】 

・他者との関わりの形成 

・遊びを通じた社会性の発達 

・自己の理解と行動の調整 

・仲間づくりと集団への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体験・経験・行事】 

・お出かけや体験を通して社会性の構築 

・経験から新たな発見 

・お友達と一緒に楽しい経験をすることで苦手

の克服 

・様々な事にチャレンジをする気持ちを育む 

・季節に合わせた行事 

【家族支援】 

・支援の一環として面談などによる相談支援 

・保護者向け講座を企画し、交流の機会を作る 

【移行支援】 

・環境が大きく変わる際に情報の提供を行い、円滑な

移行をサポート 

・移行支援会議等に参加 

 

 

 

【地域支援・連携】 

・学校迎え時に日々の様子を共有、連携 

・担当者会議、モニタリング等で関係機関と連携 

【職員の質の向上】 

・事業所内研修、外部研修 

・療育、制度、５領域等にかかる読み合わせ等 

 

 


